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で観察する学習です。その観察の仕方に工夫が
あります。同じ日に生まれた卵を全員が同じよ
うに観察するのではなく、意図的に生まれた日
がそれぞれ異なるメダカの卵を六つのグループ
で観察することによって、卵の成長の様子を
はっきりとらえることができるなど、子どもが
卵の誕生に興味を持って学習できるための様々
な工夫がなされています。
　また、子どもたちの理科に対する意識調査に
よると、着任された４月の調査では、「理科の
学習がきらい」あるいは「実験や観察がきらい」
と答えた子どもがそれぞれ６割いたのが、１年
後の３月の調査では、それぞれ「好き」と答え
た子どもが８割を超えている結果を見ても、教
師の指導の在り方によって子どもは大きく変わ
ること、また子どもはもともと理科嫌いではな
く、感動体験を伴った理科の学習を求めている
ことが分かります。他校の先生方にも参考にし
ていただきたい大変分かりやすい実践です。
　次に、優秀賞を受賞されました福岡教育大学
付属福岡小学校の佐藤美和子先生は、養護教諭
の立場から「いのちを大切にする子供を育てる
保健教育」と題するテーマで実践をまとめられ
ました。先生は、これまで小・中・高での勤務
経験があり、約3000人の子どもたちとの出会い
を通して、心身に課題を抱える多くの子どもた
ちと接してこられました。この貴重な経験から、
命の大切さに真に気づいていない子ども、自分
の心や体を大切にできていない子どもがいかに
多いかという切実な課題のもとに、様々な実践
を工夫されました。つまり、保健学習での「い
のちの学習」を、保健指導では「ハートタイム」
と称する命を感じる心を育てる本の読み聞かせ
を、また保健だよりや掲示板を活用して子ども
たちの五感に訴えるような情報を工夫して提示
するなど、子どもの自尊感情を高めることにも
意を用いた指導を通して、命の大切さを子ども
の心にしっかりと意識づける実践を継続し、大
きな成果を挙げられました。
　次に、優秀賞を受賞されました香川県三豊市

立仁尾小学校の山下昌茂先生は「食育を通した
低体温解消へのチャレンジ」のテーマで特別活
動や総合的な学習での実践をまとめられました。
学校全体で病欠者が多いのは低体温が原因の一
つではないかとの仮説のもとに、全校児童の体
温測定の結果、平温以下の子どもの割合が76%
という高い数値に驚き、全校挙げて運動・睡眠
時間の確保と食育の実践に取り組まれました。
２年間の実践で低体温児童の割合は17%までに
減り、多かった欠席者も当初の３分の１にまで
減り、インフルエンザ罹患者も251人から19人
になりました。さらに、小児生活習慣病や発達
障害の症状まで改善されたと実践報告にありま
す。
　校長先生がリーダーシップを発揮され、教職
員や保護者、児童の意識まで変える優れた実践
であり、全国の学校においても大いに参考とな
るものと思われます。「校長が変われば学校が
変わる」と言われる典型のような気がします。
　特別記念賞を受賞されました岩手県山田町立
大沢小学校の佐久間充先生も同じく校長先生で
あります。東日本大震災の被害を受けた勤務校
において、子どもたちに未来の地域社会を創造
する逞しい意欲を育てるため、「学校の宝」で
ある全校児童による表現劇「海よ光れ」を教育
活動の中心に据え、学校・保護者・地域が一体
となって取り組んでこられた感動的な実践であ
ります。特別記念賞に相応しい内容であると思
います。
　教育の進展は、一日も休むことのない日々の
実践の積み重ねによってもたらされます。次回
も、より多くの先生方の応募を期待して感想と
いたします。


